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　　This paper reviews occurrence of the Mesozoic insect fossils from Japan. There 

are twenty insect fossil localities in Japan. Among them, the Upper Triassic 

Momonoki Formation, Mine Group in Yamaguchi Pref. is the oldest fossil insect 

bearing formation in Japan, and more than 6,000 specimens extending to seven orders, 

ten families, thirteen genera, and eighteen species have been recovered. These 

specimens (Momonoki specimens) are very important because they show change after the 

P/T boundary. Abundant Triassic insect fauna are well known from the Madygen 

Formation, Kyrgyzstan, while the fossils are usually distorted by later tectonics 

there. On the other hand, the Momonoki specimens exhibit better preervational states 

expect flattening by compaction.

　本邦における中生代の昆虫化石の研究は欧米諸国に比べると歴史が非常に浅く，国立科学博

物館の藤山家徳が山口県の上部三畳系美祢層群から産出した昆虫化石を 1973 年に新種記載した

のが始まりである ( 例えば，  Fujiyama, 1973)．その後も藤山家徳が

中心となり，次々と中生代の昆虫化石を記載した（例えば Fujiyama, 1974, 1978, 1994; 川上

ほか ,1994; Nishida and Hayashi, 1996）．しかし，上部ジュラ系―下部白亜系手取層群から

産出した昆虫化石をまとめた藤山（2000）以降，日本国内の中生代昆虫化石を対象にした研究

はほとんど途絶えていた．近年，上部白亜系久慈層群産の琥珀中に保存されたアミメカゲロウ

目  Nakamine and Yamamoto, 2018 や上部三畳系美祢層群産の黒色頁岩

中に保存されたハチ目  Oyama and Maeda, 2020 が新たに記載されるなど，中

生代の昆虫化石の研究が再び注目を集めつつある (Nakamine and Yamamoto, 2018; Oyama and 
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Maeda, 2020)．そこで本稿は、デボン紀前期から始まる昆虫の進化史を簡単に振り返るとともに，

日本の中生代から産出した昆虫化石記録，出版物や学会報告をレビューする．特に，上部三畳

系美祢層群は記載報告が多いため，世界の三畳系化石産地と昆虫相・保存状態の観点から比較

を行った．なお混乱を避けるために，分類のアップデートにより，変更されている原記載名は“”

（クォーテーションマーク付）で示す．それぞれの詳細な分類については各原記載論文を参照さ

れたい．また，和名がつけられているものは種小名の後に記述した．産地名は，現在の市町村

区分に基づく形で修正した．原記載論文に示されている地名とは若干異なっている個所がある

ことに注意されたい．

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．
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***
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　昆虫は古生代デボン紀前期に出現し，陸域・水域・空域のすべての環境の進出に成功した最

も多様な節足動物の一群であり，その種数は陸上生物の約 7 割を占める（Grimaldi and Engel， 

2005）．その起源は約 5 億年前とされており（Misof et al., 2014），現在知られている最古の

化石記録はスコットランドの下部デボン系ライニーチャ―ト（Rhynie Chert）から産出したト

ビムシ目の化石である（Hirst and Maulik, 1926; Engel and Grimaldi, 2004）．昆虫の進化史

において，1）. 翅の獲得（石炭紀後期），2）. 昆虫相の変化（三畳紀前期），および 3）. 被子

植物との共進化（白亜紀後期）は特に重要な事象である．本章では Rasnitsyn and Quicke（2002），

Grimaldi and Engel（2005），Penney and Jepson（2014）に基き昆虫の進化史の概要をまとめる．

昆虫が出現した当初のデボン紀前期には，トビムシ目・イシノミ目・シミ目など翅をもたない

無翅昆虫が繁栄していたのに対し，石炭紀後期に翅を獲得して以降，カゲロウ目・バッタ目な

どの有翅昆虫が出現し，飛躍的に多様化した．すなわち，それまで地上を這い回っていた生活

から，空中へと進出することで昆虫は生活範囲を大きく広げ，三畳紀に爬虫類が空域に進出し

てくるまで空を支配する唯一の動物として君臨することとなる．その中でも石炭紀後期に出現

したパレオディクティオプテラ類（Paleodictyoptera）は最も多様化し，古生代の昆虫類タク

サの約 50% を占めた．しかし，ペルム紀末期にこれら多くの原始的な昆虫類が衰退することで

昆虫相は，古生代型昆虫相から中生代型昆虫相へと大きく変化する．中でも現在最も多様性の

高いグループの 1 つであるハチ目・ハエ目が三畳紀に初めて出現することは特記されるべきで

ある．三畳紀以降これらの昆虫類の多様化とともにチョウ目（ジュラ紀前期）などが出現し、

現存する昆虫目はほとんど出そろう．三畳紀前期は、ペルム紀末期に昆虫相が大きく変化する

時代であり，三畳紀後期は新たなグループが出現する「転換期」にあたる．その後，ジュラ紀

を経て，白亜紀後期に入ると被子植物が多様化した．それに伴い，特にハエ目，ハチ目は虫媒

介という新たなニッチを創出して種数を増やし，被子植物との共進化を遂げ現在に至っている．

このような進化史を経て昆虫類は現在，陸上生物の約 7 割を占めるまでに発展を遂げた．

　日本産の中生代昆虫化石の報告は他の動物群化石に比べて少なく，これまで 20 地域から報告

されているに過ぎない（Fig. 1, Table 1）．その内訳（未記載も含める）は，三畳系6,000標本以上，

ジュラ系 2 標本，白亜系 800 標本以上と見積もられている（Fujiyama, 1973, 1974, 1991; 今村 , 

1974;  川上ほか , 1994; 藤山・藤川 , 1997; 藤山 , 2000）．昆虫化石の多くは，細粒岩中に

Maeda, 2020)．そこで本稿は、デボン紀前期から始まる昆虫の進化史を簡単に振り返るとともに，

日本の中生代から産出した昆虫化石記録，出版物や学会報告をレビューする．特に，上部三畳

系美祢層群は記載報告が多いため，世界の三畳系化石産地と昆虫相・保存状態の観点から比較

を行った．なお混乱を避けるために，分類のアップデートにより，変更されている原記載名は“”

（クォーテーションマーク付）で示す．それぞれの詳細な分類については各原記載論文を参照さ

れたい．また，和名がつけられているものは種小名の後に記述した．産地名は，現在の市町村

区分に基づく形で修正した．原記載論文に示されている地名とは若干異なっている個所がある

ことに注意されたい．

押し潰された印象として保存されているが，それ以外にも白亜紀の琥珀や鉱化した果実中に遺

骸が立体的に保存されたものまでさまざまである（例えば，Fujiyama, 1994; Nishida and 

Hayashi, 1996; Nakamine and Yamamoto, 2018）．しかし，これまで記載報告されているものは

一部に過ぎない．東アジアにおける中生代の昆虫化石記録は，昆虫の進化史を理解するうえで

重要なピースである．例えば，本邦で昆虫化石の産出数が最も多い上部三畳系美祢層群は P/T

境界大量絶滅後の昆虫相「転換期」の様子を示しており，次に多い上部白亜系久慈層群の琥珀

中の昆虫化石は顕花植物が出現した当時の昆虫相を表している．本章では日本産の中生代昆虫

化石産地を時代ごとにこれまでの記載報告を簡単にまとめる．

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．
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Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

No Period Locality Deposit References
1 Upper Cretaceous

(Santonian)
Kokuji, Kuji City, Iwate Prefecture
Ube, Kuji City, Iwate Prefecture

Tamagawa Formation, Kuji Group 川上ほか 1994; Fursov et al. 2002;
Delclòs et al. 2016;
Nakamine and Yamamoto 2018

2 Upper Cretaceous
(Santonian)

Noda, Kunohe-gun, Iwate Prefecture Kunitan Formation, Kuji Group 川上ほか 1994

3 Upper Cretaceous
(Coniacian-Santonian)

Ashiyachisawa, Mikasa City, Hokkaido Upper Yezo Group 横井・村本　1999

4 Upper Cretaceous
(Turonian-Campanian)

Oyubari, Yubari City, Hokkaido Yezo Group Nishida and Hayashi 1996

5 Upper Cretaceous
(Turonian)

Kiwado, Nagato City, Yamaguchi Prefecture Houhoku Formation, Abu Group 藤山　1978a; 内藤・土井 1991;
石川県教育委員会 1978

6 Upper Cretaceous Omichidani, Hakusan City, Ishikawa Prefecture
Nakanomata, Katsuyama City, Fukui Prefecture

Omichidani Formation, Asuwa Group 藤山 1978b; 松浦 1992;
石川県教育委員会 1978

7 Upper Cretaceous Sizuhara (Sarao), Imadate-gun, Fukui Prefecture Asuwa Group 藤山 1978a, b;
大阪市立自然史博物館 1996

8 Upper Cretaceous Ohisa, Iwaki City, Fukushima Prefecture Tamayama Formation, Hutaba Group 滝沢・鈴木　1988

9 Lower Cretaceous
(Aptian)

Nakagawa, Nakagawa-gun, Hokkaido Yezo Group Kubota et al. 2014

10 Lower Cretaceous
(Aptian)

Inubouzaki, Choushi City, Chiba Prefecture Toriakeura Formation, Choshi Group Fujiyama 1994

11 Lower Cretaceous
(Aptian)

Kitadani, Katsuyama City, Fukui Prefecture Kitadani Formation, Tetori Group 湯川ほか 2016

12 Lower　Cretaceous Hayashidani, Ono City, Fukui Prefecture Itsuki Formation, Tetori Group 藤山　2000; 大倉（私信）

13 Lower　Cretaceous Kowasyouzu, Fukui City, Fukui Prefecture Kowashimizu Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000

14 Lower Cretaceous Okurodani, Takayama City, Gifu Prefecture Amagodani Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000;
大倉（私信）

15 Lower Cretaceous Kobudani, Takayama City, Gifu Prefecture Okurodani Formation, Tetori Group 藤山 2000; 大倉（私信）

16 Lower Cretaceous Kuwajima, Hakusan City, Ishikawa Prefecture Kuwajima Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000;
Szwed 2008

17 Lower Cretaceous Yoshii, Ibara City, Okayama Prefecture The so-called Kenseki Formation 武智　2010

18 Lower Jurassic
(Plincebachian - Toarcian)

Ishimachi, Shimonoseki City, Yamaguchi Prefecture Nishinakayama Formation, Toyora Group Fujiyama 1974

19 Upper Triassic Omine, Mine City, Yamaguchi Prefecture
Tsubuta, Sanyo-onoda City, Yamaguchi Prefecture

Momonoki Formation, Mine Group Fujiyama 1973, 1991; Ueda 1991;
高橋ほか 1997; Oyama and Maeda 2020

20 Upper Triassic Kawakami, Takahashi City, Okayama Prefecture Mogamiyama Formation, Nariwa Group 藤山・藤川 (1997)

Table １． List of the Mesozoic insect fossil in Japan.

Fig. 1. Locality of the Mesozoic insect fossils in Japan (only described records).  

 Deale on Table 1. 
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　日本最古の昆虫化石記録は，山口県に分布する上部三畳系美祢層群 (Fujiyama, 1973, 1991; 

Ueda, 1991; 高橋ほか , 1997; Oyama and Maeda, 2020; Fig. 1, 19) および岡山県の上部三畳

系成羽層群（藤山・藤川 , 1997; Fig. 1, 20）からのものである．美祢層群平原層および桃ノ

木層からは多種多様な昆虫化石が豊富に産出する（大山・脇田，2018；後述）．岡山県に分布す

る同時代の成羽層群最上山層から報告されている昆虫化石は 6 標本であり，そのうち 4 標本が

コウチュウ目の上翅，2 標本がコウチュウ目の胸部背板である（藤山・藤川，1997）．この産地

周辺には成羽層群最上山層が分布しており（正岡・鈴木 , 2015），著者らが再調査した結果，そ

の産出層準は最上山層（ノーリアン統より上部）であることが明らかとなった．しかし，この

露頭は既にコンクリートで被覆されており岩相の確認や追加標本は見込めない一方，その周辺

ではいくつか露頭を確認したため今後の調査で追加標本が期待される．昆虫化石を分類する際，

形態的特徴を多く保持しているのが翅化石であるが，成羽層群に多いコウチュウ目の上翅

（Elytra）化石では、属や種の同定はおろか科の同定も困難な場合が多い（例えば，Fujiyama, 

1978; 藤山 , 2000）．そのため記載論文では具体的な属種までは議論していない．ただし，ナガ

ヒラタムシ亜目のように上翅の形態学的特徴からある程度分類群を絞り込めるグループも存在

する（例えば，Fujiyama, 1973）．

　日本産の中生代昆虫化石の報告は他の動物群化石に比べて少なく，これまで 20 地域から報告

されているに過ぎない（Fig. 1, Table 1）．その内訳（未記載も含める）は，三畳系6,000標本以上，

ジュラ系 2 標本，白亜系 800 標本以上と見積もられている（Fujiyama, 1973, 1974, 1991; 今村 , 

1974;  川上ほか , 1994; 藤山・藤川 , 1997; 藤山 , 2000）．昆虫化石の多くは，細粒岩中に

押し潰された印象として保存されているが，それ以外にも白亜紀の琥珀や鉱化した果実中に遺

骸が立体的に保存されたものまでさまざまである（例えば，Fujiyama, 1994; Nishida and 

Hayashi, 1996; Nakamine and Yamamoto, 2018）．しかし，これまで記載報告されているものは

一部に過ぎない．東アジアにおける中生代の昆虫化石記録は，昆虫の進化史を理解するうえで

重要なピースである．例えば，本邦で昆虫化石の産出数が最も多い上部三畳系美祢層群は P/T

境界大量絶滅後の昆虫相「転換期」の様子を示しており，次に多い上部白亜系久慈層群の琥珀

中の昆虫化石は顕花植物が出現した当時の昆虫相を表している．本章では日本産の中生代昆虫

化石産地を時代ごとにこれまでの記載報告を簡単にまとめる．

　ジュラ系昆虫化石産地は非常に少なく，山口県の豊浦層群西中山層下部（トアルシアン階下部）

から産出したゴキブリ目  Fujiyama, 1974 のみが新属新種報告され

ている（Fujiyama, 1974； Fig. 1, 18）． 属は現在，  Lin, 1986（中

国ジュラ系産）と  Ren, 1995（中国白亜系産）と  Fujiyama, 1974

の合計 3 種を含む（Fujiyama, 1974; Lin, 1986; Ren, 1995）．大陸では多くの昆虫化石が陸成

相（河川堆積物）から産出する中，  Fujiyama, 1974 は海成の西中山層から産

出しており，アンモノイド類や魚類化石と共産する（Fujiyama, 1974; 今村 , 1974）．

Fujiyama(1974) は，西中山層が陸からそれほど遠くなかったことをその理由に挙げている．彼

の推定は，Yamada and Ohno（2005）や前田・大山（2019）で紹介された従来とは異なる古地理

復元とむしろ整合で，今後さらに議論してゆく必要がある．

　下部白亜系では，岡山県の硯石層相当層（武智，2010; Fig. 1, 17），福井県，岐阜県，石川

県に分布する手取層群（Fujiyama, 1978; 藤山，2000; 湯川，2016; 大倉，私信; Fig. 1, 11-16），

千葉県の銚子層群（塚田 , 1992; Fujiyama, 1994; 松原，2009; Fig. 1, 10），北海道の蝦夷

層群（Kubota et al., 2014; Fig. 1, 9）から昆虫化石が報告されている．上部白亜系は，福

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

島県の双葉層群（滝沢・鈴木 , 1988; Fig. 1, 8），福井県と石川県に分布する足羽層群 ( 藤山 , 

1978a, b; 石川県教育委員会 , 1978; 松浦 , 1992; 大阪市立自然史博物館 , 1996; Fig. 1, 

6-7)，山口県の阿武層群 ( 藤山 , 1978a, 1988; 石川県教育委員会 , 1978; 松浦 , 1992; Fig. 

1, 5)，北海道の蝦夷層群（Nishida and Hayashi, 1996; 横井・村本 , 1999; Fig. 1, 3 - 4），

岩 手 県 の 久 慈 層 群（川 上 ほ か , 1994; Fursov et al., 2002; Delclòs et al., 2016; 

Nakamine and Yamamoto, 2018; Fig. 1 - 2, 1）から昆虫化石が報告されている．白亜紀前期

から後期にかけての昆虫相は，植物との共進化により現代に近い昆虫相へ変化することで注目

される（Grimaldi and Engel, 2005）．

１．三畳系（Triassic: Fig. 1, Table 1, 19 - 20） 

２．ジュラ系（Jurassic: Fig. 1, Table 1, 18）

３．白亜系（Cretaceous: Fig. 1, Table 1, 1 - 17）

Nipponoblatta suzugaminae

N. suzugaminae

Nipponoblatta N. deformis

N. acerba N. suzugaminae

No Period Locality Deposit References
1 Upper Cretaceous

(Santonian)
Kokuji, Kuji City, Iwate Prefecture
Ube, Kuji City, Iwate Prefecture

Tamagawa Formation, Kuji Group 川上ほか 1994; Fursov et al. 2002;
Delclòs et al. 2016;
Nakamine and Yamamoto 2018

2 Upper Cretaceous
(Santonian)

Noda, Kunohe-gun, Iwate Prefecture Kunitan Formation, Kuji Group 川上ほか 1994

3 Upper Cretaceous
(Coniacian-Santonian)

Ashiyachisawa, Mikasa City, Hokkaido Upper Yezo Group 横井・村本　1999

4 Upper Cretaceous
(Turonian-Campanian)

Oyubari, Yubari City, Hokkaido Yezo Group Nishida and Hayashi 1996

5 Upper Cretaceous
(Turonian)

Kiwado, Nagato City, Yamaguchi Prefecture Houhoku Formation, Abu Group 藤山　1978a; 内藤・土井 1991;
石川県教育委員会 1978

6 Upper Cretaceous Omichidani, Hakusan City, Ishikawa Prefecture
Nakanomata, Katsuyama City, Fukui Prefecture

Omichidani Formation, Asuwa Group 藤山 1978b; 松浦 1992;
石川県教育委員会 1978

7 Upper Cretaceous Sizuhara (Sarao), Imadate-gun, Fukui Prefecture Asuwa Group 藤山 1978a, b;
大阪市立自然史博物館 1996

8 Upper Cretaceous Ohisa, Iwaki City, Fukushima Prefecture Tamayama Formation, Hutaba Group 滝沢・鈴木　1988

9 Lower Cretaceous
(Aptian)

Nakagawa, Nakagawa-gun, Hokkaido Yezo Group Kubota et al. 2014

10 Lower Cretaceous
(Aptian)

Inubouzaki, Choushi City, Chiba Prefecture Toriakeura Formation, Choshi Group Fujiyama 1994

11 Lower Cretaceous
(Aptian)

Kitadani, Katsuyama City, Fukui Prefecture Kitadani Formation, Tetori Group 湯川ほか 2016

12 Lower　Cretaceous Hayashidani, Ono City, Fukui Prefecture Itsuki Formation, Tetori Group 藤山　2000; 大倉（私信）

13 Lower　Cretaceous Kowasyouzu, Fukui City, Fukui Prefecture Kowashimizu Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000

14 Lower Cretaceous Okurodani, Takayama City, Gifu Prefecture Amagodani Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000;
大倉（私信）

15 Lower Cretaceous Kobudani, Takayama City, Gifu Prefecture Okurodani Formation, Tetori Group 藤山 2000; 大倉（私信）

16 Lower Cretaceous Kuwajima, Hakusan City, Ishikawa Prefecture Kuwajima Formation, Tetori Group Fujiyama 1978; 藤山 2000;
Szwed 2008

17 Lower Cretaceous Yoshii, Ibara City, Okayama Prefecture The so-called Kenseki Formation 武智　2010

18 Lower Jurassic
(Plincebachian - Toarcian)

Ishimachi, Shimonoseki City, Yamaguchi Prefecture Nishinakayama Formation, Toyora Group Fujiyama 1974

19 Upper Triassic Omine, Mine City, Yamaguchi Prefecture
Tsubuta, Sanyo-onoda City, Yamaguchi Prefecture

Momonoki Formation, Mine Group Fujiyama 1973, 1991; Ueda 1991;
高橋ほか 1997; Oyama and Maeda 2020

20 Upper Triassic Kawakami, Takahashi City, Okayama Prefecture Mogamiyama Formation, Nariwa Group 藤山・藤川 (1997)
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　下部白亜系手取層群から産出した昆虫化石は主に Fujiyama（1978），藤山（2000）により，バッ

タ 目  Fujiyama, 1978，カ メ ム シ 目  Fujiyama,

(1978)，アミメカゲロウ目  Fujiyama,(1978)，コウチュウ目 18 標本が記

載同定された．中でも日本固有の新属新種として記載されたバッタ目 Nipponohagla kaga 

Fujiyama, 1978 は，同じ母岩中に前翅と後翅が保存されている貴重な標本である．カメムシ目

の後翅として記載された“  Fujiyama, 1978”は、のちに定義された新属

に 移 さ れ た (Szwedo, 2008)．ア ミ メ カ ゲ ロ ウ 目“  

Fujiyama, 1978” は Makarkin（2018）がラテン語の誤表記を指摘し、種名が  

 Fujiyama,(1978) に修正された．

　藤山（2000）によると、福井県大野市林谷から昆虫化石が産出した例があるが，標本が入手

できなかったため具体的な記載はない．しかし，大倉（私信）によるとその産出層準は同層群

伊月層であることがわかっている．また，藤山（2000）による岐阜県高山市大黒谷産の標本の

由来はアマゴ谷層，コブ谷産の標本の由来は大黒谷層であるという（大倉，私信）．また

Fujiyama (1978) で報告された福井県福井市小和 ( こわ ) 清水 ( しょうず ) 産の標本は，当初手

取層群九頭竜亜層群のものであると考えられていたが，山田ほか（2008）は同地域に分布する

地層を小和(こわ)清水(しみず)層として定義した．Sano (2017)は小和(こわ)清水(しみず)

層を前期白亜紀に対比している．湯川ほか（2016）は同層群北谷層（アプチアン階）からゴキ

ブリ目（3 標本），コウチュウ目（4 標本），昆虫類と思われる体節（2 標本），所属不明の昆虫類

の翅化石（7 標本）の合計 16 標本を報告した．特にゴキブリ目の標本は翅脈が明瞭に確認でき

るので今後詳細な同定が期待される（湯川ほか，2016）．武智（2010）は，岡山県の下部白亜系

硯石層相当層から大きさ約 2 cm のゴキブリ目の翅化石を写真で紹介しているが，具体的な記載

はない（武智，2010）．

　下部白亜系の琥珀中に保存された昆虫化石は，千葉県の銚子層群酉明浦層 ( アプチアン階 )（塚

田 , 1992; Fujiyama, 1994; 松原，2009）と北海道の下部蝦夷層群 ( アプチアン階 )(Kubota 

et al., 2014）から産出している．Fujiyama（1994）は，塚田（1992）が報告した銚子層群酉

明浦層の琥珀中のハチ目化石 2 種を  Fujiyama, 1994，  

Fujiyama, 1994 として新属新種記載した．松原（2009）は酉明浦層からコウチュウ目，カメム

シ目などを報告した．銚子層群の琥珀は，世界の白亜系を見渡した中でも時代が非常に古いこ

とから注目される（Fujiyama，1994）．一方、Kubota et al. (2014) ，北海道下部蝦夷層群（ア

プチアン階）の中の琥珀はノジュール中に含まれ，詳細な記載はないものの，ハエ目・ハチ目

などの昆虫化石やダニ類，花粉などが共産する（Kubota et al., 2014）．

　下部白亜系では，岡山県の硯石層相当層（武智，2010; Fig. 1, 17），福井県，岐阜県，石川

県に分布する手取層群（Fujiyama, 1978; 藤山，2000; 湯川，2016; 大倉，私信; Fig. 1, 11-16），

千葉県の銚子層群（塚田 , 1992; Fujiyama, 1994; 松原，2009; Fig. 1, 10），北海道の蝦夷

層群（Kubota et al., 2014; Fig. 1, 9）から昆虫化石が報告されている．上部白亜系は，福

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

島県の双葉層群（滝沢・鈴木 , 1988; Fig. 1, 8），福井県と石川県に分布する足羽層群 ( 藤山 , 

1978a, b; 石川県教育委員会 , 1978; 松浦 , 1992; 大阪市立自然史博物館 , 1996; Fig. 1, 

6-7)，山口県の阿武層群 ( 藤山 , 1978a, 1988; 石川県教育委員会 , 1978; 松浦 , 1992; Fig. 

1, 5)，北海道の蝦夷層群（Nishida and Hayashi, 1996; 横井・村本 , 1999; Fig. 1, 3 - 4），

岩 手 県 の 久 慈 層 群（川 上 ほ か , 1994; Fursov et al., 2002; Delclòs et al., 2016; 

Nakamine and Yamamoto, 2018; Fig. 1 - 2, 1）から昆虫化石が報告されている．白亜紀前期

から後期にかけての昆虫相は，植物との共進化により現代に近い昆虫相へ変化することで注目

される（Grimaldi and Engel, 2005）．

（１）下部白亜系
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　滝沢ほか（1988）は，福島県の上部白亜系双葉層群から昆虫化石を報告した．分類学的な記

載はないが，昆虫化石は不純物が多く含まれた琥珀中に保存されており，ハチ目，チャタテム

シ目，カメムシ目，バッタ目が含まれている ( 滝沢ほか , 1988）．藤山（1978b），石川県教育委

員会（1978），および松浦（1992）は，石川県白山市と福井県勝山市にまたがって分布する上部

白亜系足羽層群大道谷層からコウチュウ目，トビゲラ目，カメムシ目などの昆虫化石を報告した．

写真や詳細な分類や産地の記載はないが、福井県池田町志津原（皿尾）に分布する同層からコ

ウチュウ目化石が報告がされている ( 藤山 , 1978a）．藤山（1978a, 1988），石川県教育委員会

（1978）および内藤・土井（1991）は，山口県長門市に分布する上部白亜系阿武層群豊北層から

昆虫化石を報告しているが，詳細な写真や産地の情報は記されていない．藤山（1978a, 1988）

と石川県教育委員会（1978）によるとここからは多数のカゲロウ目の幼虫・カメムシ目・コウチュ

ウ目（ナガヒラタムシ類）とゴキブリ目 1 標本が産出している．また、野原政典は同層準から

トンボ目の幼虫を採集した。藤山（1978a）と石川県教育委員会（1978）では青海累層としているが，

尾崎ほか（2006）で豊北層と再定義されているため，本稿では豊北層とした．

　上部白亜系の中で立体的に保存された昆虫化石の報告があるのは，北海道の蝦夷層群と岩手

県の久慈層群である．前者からは夕張市 (Nishida and Hayashi, 1996) と三笠市（横井・村本 , 

1999）で昆虫化石が報告されている．これらの中で Nishida and Hayashi (1996) は、鉱化した

果実（裸子植物）中に保存されたコウチュウ目の幼虫を報告した．この化石記録は，昆虫類が

被子植物よりも前に裸子植物を利用していた直接的な証拠として注目される．横井・村本

（1999）は，ノジュール中に立体的に保存されたコウチュウ目化石を報告した．彼らによるとこ

のコウチュウ目化石は頭部・両上翅，脚の一部が保存されており，これらがコニアシアン階を

示す ， ， などと共産

している．岩手県の上部白亜系久慈層群玉川層および国丹層（サントニアン階）からは数多く

の昆虫化石を含む琥珀が産出しており，川上ほか（1994）によると 800 標本以上の「虫入りコハク」

が確認されている．川上ほか（1994）は，主に 1984 年から 1985 年までに採集された 23 標本

（7 目 10 科；シロアリ目・ゴキブリ目・原直翅目・チャタテムシ目・カメムシ目・コウチュウ目・

ハエ目）を報告している．各目についての分類学的記載はないが，本層群からの昆虫化石の重

要性を指摘している．その後 Fursov et al. （2002）は，ハチ目“  

Fursov et al., 2002”（クジムカシホソハネコバチ）の 1 種を新種として記載した．本種は

Gibson et al. （2007）で新属 に移された．Delclòs et al.（2016）でカマキリ目

（Mantodea）として同定されていた標本 (Delclòs et al., 2016, p. 93) は，Nakamine and 

Yamamoto（2018）によって再検討され，アミメカゲロウ目の新属新種

Nakamine and Yamamoto, 2018 として報告された．

　下部白亜系手取層群から産出した昆虫化石は主に Fujiyama（1978），藤山（2000）により，バッ

タ 目  Fujiyama, 1978，カ メ ム シ 目  Fujiyama,

(1978)，アミメカゲロウ目  Fujiyama,(1978)，コウチュウ目 18 標本が記

載同定された．中でも日本固有の新属新種として記載されたバッタ目 Nipponohagla kaga 

Fujiyama, 1978 は，同じ母岩中に前翅と後翅が保存されている貴重な標本である．カメムシ目

の後翅として記載された“  Fujiyama, 1978”は、のちに定義された新属

に 移 さ れ た (Szwedo, 2008)．ア ミ メ カ ゲ ロ ウ 目“  

Fujiyama, 1978” は Makarkin（2018）がラテン語の誤表記を指摘し、種名が  

 Fujiyama,(1978) に修正された．

　藤山（2000）によると、福井県大野市林谷から昆虫化石が産出した例があるが，標本が入手

できなかったため具体的な記載はない．しかし，大倉（私信）によるとその産出層準は同層群

伊月層であることがわかっている．また，藤山（2000）による岐阜県高山市大黒谷産の標本の

由来はアマゴ谷層，コブ谷産の標本の由来は大黒谷層であるという（大倉，私信）．また

Fujiyama (1978) で報告された福井県福井市小和 ( こわ ) 清水 ( しょうず ) 産の標本は，当初手

取層群九頭竜亜層群のものであると考えられていたが，山田ほか（2008）は同地域に分布する

地層を小和(こわ)清水(しみず)層として定義した．Sano (2017)は小和(こわ)清水(しみず)

層を前期白亜紀に対比している．湯川ほか（2016）は同層群北谷層（アプチアン階）からゴキ

ブリ目（3 標本），コウチュウ目（4 標本），昆虫類と思われる体節（2 標本），所属不明の昆虫類

の翅化石（7 標本）の合計 16 標本を報告した．特にゴキブリ目の標本は翅脈が明瞭に確認でき

るので今後詳細な同定が期待される（湯川ほか，2016）．武智（2010）は，岡山県の下部白亜系

硯石層相当層から大きさ約 2 cm のゴキブリ目の翅化石を写真で紹介しているが，具体的な記載

はない（武智，2010）．

　下部白亜系の琥珀中に保存された昆虫化石は，千葉県の銚子層群酉明浦層 ( アプチアン階 )（塚

田 , 1992; Fujiyama, 1994; 松原，2009）と北海道の下部蝦夷層群 ( アプチアン階 )(Kubota 

et al., 2014）から産出している．Fujiyama（1994）は，塚田（1992）が報告した銚子層群酉

明浦層の琥珀中のハチ目化石 2 種を  Fujiyama, 1994，  

Fujiyama, 1994 として新属新種記載した．松原（2009）は酉明浦層からコウチュウ目，カメム

シ目などを報告した．銚子層群の琥珀は，世界の白亜系を見渡した中でも時代が非常に古いこ

とから注目される（Fujiyama，1994）．一方、Kubota et al. (2014) ，北海道下部蝦夷層群（ア

プチアン階）の中の琥珀はノジュール中に含まれ，詳細な記載はないものの，ハエ目・ハチ目

などの昆虫化石やダニ類，花粉などが共産する（Kubota et al., 2014）．

　山口県西部に分布する上部三畳系美祢層群からは，これまでに 14 目（コウチュウ目，ゴキブ

リ目，カメムシ目，バッタ目，ハチ目，トンボ目など）にまたがる 6,000 点以上の昆虫化石が

発見されている（前田・大山 , 2019）．本章では美祢層群産の昆虫化石既存種および再定義され

た種をまとめ (Table 2)，最後に美祢層群の昆虫相と保存状態についても他地域の三畳系昆虫化

石産地と比較を行った．美祢層群の地質概要については前田・大山（2019），詳細な昆虫化石産

地は高橋ほか（1997）を参照されたい．

　これまで記載された美祢層群産の昆虫化石のうち、これまでに記載されたのは，7 目 10 科 13

属 18 種である（Fujiyama, 1973, 1991; Ueda, 1991; Oyama and Maeda, 2020; Table 2）．美

祢層群産の昆虫化石を最初に記載した論文は，Fujiyama（1973）である．本論文で記載された 4

目 13 種は，山口県美祢市大嶺町の大嶺無煙炭鉱と櫨ヶ谷 ( はぜがたに ) 無煙炭鉱から産出した．

これらは日本産三畳紀昆虫化石の代表種として世界に広く認められている（例えば Rasnitsyn 

and Quicke，2002；Grimaldi and Engel，2005）．また，“  Fujiyama, 1973”

と“  Fujiyama, 1973”はパラプレコプテラ目 (Palaplecoptera) の一員とし

て記載された．後に Aristov et al．（2009）は両者をそれぞれ 属と 属の

種に同定しなおし，さらに両者ともにギリオブラッタ目（Grylloblattid）に移した．さらにそ

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

の後，Aristov（2015）は，この 2 種が属するギンティジダエ科（Gintiziidae）全体が絶滅目

レクリダ目（Reculida）に含まれると解釈した．Fujiyama（1973）の原記載とは現在の所属が

大きく異なっていることからもわかるように、レクリダ目（Reculida）は分類学的に様々な解

釈が存在するため今後の議論の動向に注目する必要がある。これらの昆虫化石産地であった炭

鉱は 1970 年 7 月に閉山しており，追加標本は見込めない状況にある（高橋ほか，1997；大嶺炭

田回顧録編集委員，2000）． 

　一方で 1988 年から 1990 年までに行われた国道 435 号線の道路工事の際に約 6,000 点の昆虫

化石が産出し，これまでに 3 目 3 科 3 属 5 種が記載報告された（Fujiyama, 1991; Ueda, 1991; 

高橋ほか，1997; Oyama and Maeda, 2020）．しかし，国道 435 号線の道路開発の際に発見され

た露頭も現在ではコンクリートで埋められてしまい，これ以上の追加標本は見込めない．現在，

著者らはタフォノミーの観点から産状観察が可能な昆虫化石を含む新露頭を探索中である．

（２）上部白亜系

美祢層群産昆虫化石

Kujiberotha teruyukii

Archaeromma

Palaeomymar japonicum

Scaphites sp.Inoseramus (Inoceramus) uwajimaensisDamesites sugata
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　山口県西部に分布する上部三畳系美祢層群からは，これまでに 14 目（コウチュウ目，ゴキブ

リ目，カメムシ目，バッタ目，ハチ目，トンボ目など）にまたがる 6,000 点以上の昆虫化石が

発見されている（前田・大山 , 2019）．本章では美祢層群産の昆虫化石既存種および再定義され

た種をまとめ (Table 2)，最後に美祢層群の昆虫相と保存状態についても他地域の三畳系昆虫化

石産地と比較を行った．美祢層群の地質概要については前田・大山（2019），詳細な昆虫化石産

地は高橋ほか（1997）を参照されたい．

　これまで記載された美祢層群産の昆虫化石のうち、これまでに記載されたのは，7 目 10 科 13

属 18 種である（Fujiyama, 1973, 1991; Ueda, 1991; Oyama and Maeda, 2020; Table 2）．美

祢層群産の昆虫化石を最初に記載した論文は，Fujiyama（1973）である．本論文で記載された 4

目 13 種は，山口県美祢市大嶺町の大嶺無煙炭鉱と櫨ヶ谷 ( はぜがたに ) 無煙炭鉱から産出した．

これらは日本産三畳紀昆虫化石の代表種として世界に広く認められている（例えば Rasnitsyn 

and Quicke，2002；Grimaldi and Engel，2005）．また，“  Fujiyama, 1973”

と“  Fujiyama, 1973”はパラプレコプテラ目 (Palaplecoptera) の一員とし

て記載された．後に Aristov et al．（2009）は両者をそれぞれ 属と 属の

種に同定しなおし，さらに両者ともにギリオブラッタ目（Grylloblattid）に移した．さらにそ

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

の後，Aristov（2015）は，この 2 種が属するギンティジダエ科（Gintiziidae）全体が絶滅目

レクリダ目（Reculida）に含まれると解釈した．Fujiyama（1973）の原記載とは現在の所属が

大きく異なっていることからもわかるように、レクリダ目（Reculida）は分類学的に様々な解

釈が存在するため今後の議論の動向に注目する必要がある。これらの昆虫化石産地であった炭

鉱は 1970 年 7 月に閉山しており，追加標本は見込めない状況にある（高橋ほか，1997；大嶺炭

田回顧録編集委員，2000）． 

　一方で 1988 年から 1990 年までに行われた国道 435 号線の道路工事の際に約 6,000 点の昆虫

化石が産出し，これまでに 3 目 3 科 3 属 5 種が記載報告された（Fujiyama, 1991; Ueda, 1991; 

高橋ほか，1997; Oyama and Maeda, 2020）．しかし，国道 435 号線の道路開発の際に発見され

た露頭も現在ではコンクリートで埋められてしまい，これ以上の追加標本は見込めない．現在，

著者らはタフォノミーの観点から産状観察が可能な昆虫化石を含む新露頭を探索中である．

Ominea reticulata

GeinitziaShurabia

Minesedes elegans

Table 2. List of the named insect fossils from the Upper Triassic Mine Group.

Reference

Sardyoblattina kimurai  Fujiyama,1973 Fujiyama 1973

Triassoblatta bella Fujiyama, 1973

T. okafujii Fujiyama, 1973

T. rotundipenna Fujiyama, 1973

T. tenuicubiti Fujiyama, 1973

Pedinoblatta ishidai  Fujiyama, 1973

Samaroblatta fronda Fujiyama, 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama 1973

Reculida
(“Paraplecoptera”)
    Geinitzidae Geinizia reticulata Fujiyama, (1973)

 “Ominea reticulata Fujiyama, 1973”
Fujiyama 1973; Aristov et al., 2009;
Aristov, 2015

Shurabia elegans Fujiyama, (1973)
 “Minesedes elegans Fujiyama, 1973"

Fujiyama 1973; Aristov et al., 2009;
Aristov, 2015

Hemiptera
    Ipsviciidae Ipsvicioides minimus Fujiyama, 1973 Fujiyama 1973

Coleoptera
     Taldycupedidae

     Ademosynidae

     Tenebrionidae

Clathoropenna rugosa Fujiyama, 1973

Ademosynoides japonicus  Fujiyama, 1973

Menephrionidaes minensis Fujiyama, 1973

Fujiyama 1973

Fujiyama1973

Fujiyama1973

Odonta
     Cyclothemistidae Pseudotriassothemis nipponesis Fujiyama, (1991)

 “Triassothemis nipponesis Fujiyama, 1991"

P. minensis  Fujiyama, (1991)
 “Triassothemis minensis Fujiyama, 1991"

P. okafujii Fujiyama, (1991)
 “Triassoneura okafujii Fujiyama, 1991"

Fujiyama, 1991; Bechly, 1997

Fujiyama, 1991; Bechly, 1997

Fujiyama, 1991; Bechly, 1997

Mecoptera
     Warcestobiidae Worcestobia haradai Ueda, (1991)

 “Orthophlebia haradai Ueda, 1991"
Ueda, 1991; Soszyńska-Maj et al., 2017

Hymenoptera
     Xyelidae Madygella humioi Oyama and Maeda, 2020 Oyama and Maeda, 2020

Blattodea
     Archimylacridae

     Mesoblattinidae

Taxon "Original degnisation"
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　山口県西部に分布する上部三畳系美祢層群からは，これまでに 14 目（コウチュウ目，ゴキブ

リ目，カメムシ目，バッタ目，ハチ目，トンボ目など）にまたがる 6,000 点以上の昆虫化石が

発見されている（前田・大山 , 2019）．本章では美祢層群産の昆虫化石既存種および再定義され

た種をまとめ (Table 2)，最後に美祢層群の昆虫相と保存状態についても他地域の三畳系昆虫化

石産地と比較を行った．美祢層群の地質概要については前田・大山（2019），詳細な昆虫化石産

地は高橋ほか（1997）を参照されたい．

　これまで記載された美祢層群産の昆虫化石のうち、これまでに記載されたのは，7 目 10 科 13

属 18 種である（Fujiyama, 1973, 1991; Ueda, 1991; Oyama and Maeda, 2020; Table 2）．美

祢層群産の昆虫化石を最初に記載した論文は，Fujiyama（1973）である．本論文で記載された 4

目 13 種は，山口県美祢市大嶺町の大嶺無煙炭鉱と櫨ヶ谷 ( はぜがたに ) 無煙炭鉱から産出した．

これらは日本産三畳紀昆虫化石の代表種として世界に広く認められている（例えば Rasnitsyn 

and Quicke，2002；Grimaldi and Engel，2005）．また，“  Fujiyama, 1973”

と“  Fujiyama, 1973”はパラプレコプテラ目 (Palaplecoptera) の一員とし

て記載された．後に Aristov et al．（2009）は両者をそれぞれ 属と 属の

種に同定しなおし，さらに両者ともにギリオブラッタ目（Grylloblattid）に移した．さらにそ

　三畳系昆虫化石は，中国（約 800 標本；Zheng et al., 2018），南アフリカ（約 7,740 標本；

Grimaldi and Engel, 2005），フランス ( 約 5,000 標本；Grimaldi and Engel，2005），アメリカ（ア

リゾナ州），オーストラリア，ドイツなど世界各地から産出している．中でもキルギス共和国の

Madygen Formation からは約 20,000 標本，20 目 100 科を超える報告がある．

　上部三畳系美祢層群桃ノ木層の昆虫相をキルギス共和国，ベトナム，中国，ドイツ，アルゼ

ンチンなどの昆虫相と、比較するといくつかの共通属が存在する。その中でも美祢層群から記

載された 10 属中 4 属が共通するオーストラリアのイプスウィッチ（Ipswich）の昆虫相と最も

類似していると考えられた (Fujiyama, 1973)．また，両産地の植物相も類似していることから，

当初はローレンシア大陸の昆虫相というよりもゴンドワナ大陸の昆虫相に近いのではないかと

考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー

の研究者によりローレンシア大陸の昆虫化石相が次第に明らかになりつつある（例えば，

Shcherbakov et al., 1995; Jell, 2004; Prokin et al., 2013; Kopylov, 2014; Zheng et 

al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，

美祢層群昆虫相の類似性についてはさらに詳細に比較する必要がある。それと同時に，「三畳紀

後期の昆虫相は比較的単純で同じような種類が汎世界的に分布していたのではないか？」とい

う作業仮設も検証してゆく必要がある．さらに，環境指標となりうる植物相の比較や花粉分析

により P ／ T 境界後（；回復期）の東アジアにおける昆虫相を検討する必要がある．

　キルギス共和国のマディゲン層（Madygen Formation）は，三畳紀後期の昆虫化石の化石鉱脈

（fossil Lagerstätten）として世界から注目されている（Shcherbakov，2008）．特に三畳紀に

登場したばかりのハチ目とハエ目が数多く含まれていることは注目される（Rasnisyn，1969；

Kopylov，2014；Shcherbakov et al．，1995）．しかし，これらマディゲン層中の昆虫化石の多くは、

後の構造運動により形が歪んでおり（distortion），オリジナルの形態を復元するために歪みの

補正式が提案されるほどである（例えば，Kopylov, 2014; Yan et al., 2017）．一方で美祢層

群桃ノ木層からも三畳紀に出現したばかりのハチ目とハエ目が産出している（高橋ほか，1997; 

Oyama and Maeda, 2020）．桃ノ木層産の化石は圧密で扁平に押し潰されているが，構造変動に

よる歪みはほとんどない（Oyama and Maeda, 2020）．また翅だけでなく，ぼぼ完全な個体も含

まれる（高橋ほか，1997; Maeda and Oyama, 2020）．このように美祢層群の昆虫化石は今後，

分類学的研究やアジアの昆虫化石史を検討するうえで世界的に重要なピースとなると思われる．

の後，Aristov（2015）は，この 2 種が属するギンティジダエ科（Gintiziidae）全体が絶滅目

レクリダ目（Reculida）に含まれると解釈した．Fujiyama（1973）の原記載とは現在の所属が

大きく異なっていることからもわかるように、レクリダ目（Reculida）は分類学的に様々な解

釈が存在するため今後の議論の動向に注目する必要がある。これらの昆虫化石産地であった炭

鉱は 1970 年 7 月に閉山しており，追加標本は見込めない状況にある（高橋ほか，1997；大嶺炭

田回顧録編集委員，2000）． 

　一方で 1988 年から 1990 年までに行われた国道 435 号線の道路工事の際に約 6,000 点の昆虫

化石が産出し，これまでに 3 目 3 科 3 属 5 種が記載報告された（Fujiyama, 1991; Ueda, 1991; 

高橋ほか，1997; Oyama and Maeda, 2020）．しかし，国道 435 号線の道路開発の際に発見され

た露頭も現在ではコンクリートで埋められてしまい，これ以上の追加標本は見込めない．現在，

著者らはタフォノミーの観点から産状観察が可能な昆虫化石を含む新露頭を探索中である．

昆虫化石相と保存状態
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考えられた（Fujiyama, 1973）．近年，Rasnitsyn A. P. をはじめとしたロシア科学アカデミー
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al., 2018）．また，美祢層群産の昆虫化石についても再記載や追加報告がなされ，美祢層群の

昆虫相も見直されつつある．特に三畳紀に出現したばかりのハチ目に注目すると，ローレンシ

ア大陸の昆虫相，特にキルギス共和国（Madygen Formation）との共通属が多く含まれているこ

とが新たに分かった（Oyama and Maeda, 2020; 著者らの未公開データ）．これらのことから，
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